
基本計画の審議に係る論点資料 

 

個別目標 1-1-1 

市民が地域自治に参加し、住民主体のまちづくりが行われている 

※ この項目では、地域自治区ごとのまちづくりの進め方や市民活動団体の活

性化、まちづくりに係る人材育成について明記しています。 

・ 新たな取り組みとして、地域協議会が中心となって地域自治区ごとのまち

づくり計画を策定することを基本的な考え方などに明記しました。 

・ まちづくりリーダーの育成に係る指標として、指標３を新たに設定しまし

た。 

 

個別目標 1-1-2 

市民との協働によるまちづくりが実践されている 

※ この項目では、市民との協働によるまちづくりを推進するための取り組み

を明記しています。 

・ 取り組みの方向性として、市民と行政に加え、事業者やＮＰＯ団体等との

連携を進めるとともに、団体間の連携を支援することを明記しました。 

・ 成果指標１の最終目標値について、年間 15 団体（月に１団体）の増を見

込んで上方修正を行いました。 

 

個別目標 1-2-1 

効率的で信頼される行政運営が行われている 

※ この項目では、行政運営の効率性・信頼性の観点から、職員の定員管理、

人材育成、情報公開などの取り組みを明記しています。 

・ 主要施策５は、制度の目的等を考慮し、目標 1-2-3 からこの項目に変更し

ました。 

・ 主要施策６は、公共施設の適正配置や長寿命化の推進に取り組むことを目

的に新たに設定しました。 

 

 

資料４ 



 

個別目標 1-2-2 

財政が健全である 

※ この項目は、「自立した、持続可能な財政」に向けた市に対する取り組み

について明記しています。 

・ 成果指標について、中期財政計画の目標としている「市債残高」と「財政

５基金残高」を新たに設定しました。 

・ 主要施策２について、市税のコンビニエンス・ストア納付などの利用拡大

と、財産差押えなどによる滞納処分の強化を新たに明記しました。 

 

個別目標 1-2-3 

市民の視点に立った行政サービスのできる市役所になっている 

※ この項目は、多様化する市民ニーズに対応するために、市民の視点に立っ

た行政サービスを行うための取り組みを明記しています。 

・ 主要施策１について、これまでの広報紙や新聞等に加え、ＩＣＴ（情報通

信技術）を活用した広報活動の充実を図ることを明記しました。また、広

報活動については、成果指標１を新たに設定しました。 

・ 主要施策２を新たに設定し、市長との意見交換会や市民アンケートを通し

て市民が市政参加できる環境づくりを進めることを明記しました。 

個別目標 1-2-4 

市域が均衡して発展している 

※ この項目は、平成 18 年の佐土原町、田野町、高岡町との合併と、平成 22

年の清武町との合併を踏まえ、市域の均衡ある発展のための取り組みにつ

いて明記しています。 

・ 前期基本計画に明記していた「新市建設計画」に加え、「新市基本計画」

を着実に推進することを追記しました。 

参考 新市建設計画：平成 18 年 1 月の 3町との合併前に作成した計画 

新市基本計画：平成 22 年 3 月の清武町との合併前に作成した計画 



 

 

個別目標 2-1-1 

豊かな自然に親しみながら、生活を楽しむことができる 

※ この項目は、本市の有する豊かな自然環境を守るために行っている環境学

習や人材育成などの取り組みについて明記しています。 

・ 自然環境を守るためには、行政と市民、事業者が一体となって取り組むこ

とが必要であることを明記しました。 

・ 成果指標２は、前期計画の最終目標値を 23 年度実績で達成したために上

方修正しました。 

 

個別目標 2-1-2 

環境保全に取り組み、循環型社会が形成されている 

※ この項目は、市民の重要度の高い項目であったごみの減量や廃棄物の不法

投棄をはじめ、環境保全への取り組みを明記しています。 

・ 基本的な考え方に、本市の特性である「水と太陽と緑」を生かした環境へ

の取り組みを進めることを明記しました。 

・ 成果指標１は、国の制度改正に伴い新たに設定しました。 

・ 主要施策４の取り組みとして、公共施設におけるクリーンエネルギーの導

入と有効活用について新たに明記しました。 

個別目標 2-1-3 

大気・河川環境が良好に保たれている 

※ この項目は、大淀川をはじめとする河川環境の保全と、大気汚染防止に対

する取り組みを明記しています。 

・ 河川環境保全の取り組みとして、家庭でできる生活排水への取り組みの必

要性と、流域団体や関係団体との連携について、主要施策などに明記しま

した。 

・ 成果指標の最終目標値については、それぞれ現状を踏まえた修正を行いま

した。 

 



 

 

個別目標 2-1-4 

美しい景観が保たれている 

※ この項目は、緑や花の活用と、広告物の適正化などによる魅力ある景観づ

くりの取り組みについて明記しています。 

・ 新たに「屋外広告物の適正化」に係る取り組みについて、基本的な考え方

と主要施策に明記するとともに成果指標３を設定しました。 

・ 成果指標１と２について、これまでの市民意識調査の結果に代わり、より

取り組みの成果が分かりやすいアウトカム指標を設定しました。 

・ 施策３に「ガーデンシティみやざき」づくりを新たに明記しました。 

個別目標 2-1-5 

農村環境が良好に保たれている 

※ この項目は、農村環境を良好に保全していくための取り組みについて明記

しています。 

・ 新たな取り組みとして、地域住民とともに「景観農業振興地域整備計画」

を策定し、美しい農村環境の保全と創出に努めることを基本的な考え方と

主要施策に明記しました。 

・ 成果指標２について、「モデル的農村景観の保全・創出に取り組む地区数」

を廃止し、新たな指標を設定しました。 

個別目標 2-2-1 

都市に必要な様々な環境がコンパクトにまとまっている 

※ この項目は、本市の都市計画に対する考え方とその取り組みについて明記

しています。 

・ 平成 22 年 10 月に実施した国勢調査の結果を踏まえ、成果指標の最終目標

値の修正を行いました。 

 

 

 



 

 

個別目標 2-2-2 

中心市街地に必要な機能（交流・居住・消費・就業・移動）を享受している 

※ この項目は、中心市街地におけるにぎわいの創出や居住環境と就業機会の

向上に向けた取り組みについて明記しています。 

・ 主要施策１と３について、前期基本計画ではアートセンターや KITEN など

ハード整備を明記していましたが、今後は、イベント支援などのソフト事

業や、継続して雇用創出のための企業誘致を展開することを明記しまし

た。 

 

個別目標 2-2-3 

適正な市街地が形成され、良好な住環境が整っている 

※ この項目では、土地区画整理事業による計画的な市街地の形成や、公園の

整備、住環境の向上に向けた取り組みを明記しています。 

・ 新たな取り組みとして、公園未整備地区における借地等を活用した整備

や、高齢者の安定的な居住確保に努めることなどを明記しました。 

・ 成果指標１と２について、整備実績や年次計画を踏まえた最終目標値の修

正を行いました。 

 

個別目標 2-3-1 

自由に移動できる交通網が整備されている 

※ この項目では、道路交通網や公共交通機関に係る取り組みについて明記し

ています。 

・ 今後、高齢化が進む中で、路線バスなど公共交通機関の維持・存続が大き

な課題となることを新たに明記しました。 

・ 成果指標について、これまでの実績と今後の事業進捗を考慮し、目標値の

見直しを行いました。 

 

 



 

 

個別目標 2-3-2 

生活環境におけるバリアフリーが整っている 

※ この項目では、「福祉のまちづくり条例」に基づき進めているバリアフリ

ーの取り組みを明記しています。 

・ 成果指標１について、これまでの実績と今後の事業進捗を考慮し、最終目

標値の下方修正を行いました。 

・ 施策２において、歩道等の改修による歩行者と自転車の利便性の確保を新

たに明記しました。 

 

個別目標 2-3-3 

安心して良質な水を利用している 

※ この項目では、市民の満足度、重要度ともに高い項目であり、引き続き安

定給水の確保や、水道事業の効率的運営に向けた取り組みを明記していま

す。 

・ 東日本大震災の発生に伴い、施設の耐震性の確保や老朽化した施設の更新

などについて、新たに明記しました。 

・ 成果指標１について、現状を踏まえた最終目標値の上方修正を行いまし

た。 

個別目標 2-3-4 

高度情報通信を利用して、情報サービスを享受している 

※ この項目では、情報化社会における情報格差解消に向けた取り組みや、情

報基盤の整備、情報セキュリティ対策に係る取り組みを明記しています。

・ ケーブルテレビエリアの拡大による情報格差解消や市民の情報活用能力

の向上を図るとともに、情報サービスの受け手側の努力義務や個人情報の

保護など情報セキュリティ対策の強化を明記しました。 

・ 成果指標について、新たに「インターネット利用率」を設定しました。 

 

 


